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先輩の体験談（大学院生命科学研究科 M2 の A.B.さんに伺いました）注：文中の価格は当時のものです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TOEIC が 200 点アップして 700 点を超えたそうですね。 

はい、40 日の短期決戦でめちゃめちゃがんばりました。 

どんな教材を使ったんですか。 

僕はアプリの abceed English（\1,650~/月）を使いました。 

どんなアプリですか。 

このアプリに申し込むと、まず AI によるレベル診断テストを受けます。その結果に応じ

て、アプリがおすすめの問題を出してくれるんです。しかも、問題を解くたびに TOEIC 予

測スコアを出してくれます。これでモチベーションが上がりました。 

 

あと、このアプリの有料コースでは、TOEIC 関連の参考書（オンライン版）が自由に使え

ます。僕は「TOEIC L＆R 文法問題 でる 1000 問」を使いました。あと「金のフレーズ」や

「キクタン」もおすすめです。これらは書籍版を書店で買うこともできます。 

 

なるほど！ところで自分で発音したりしましたか。 

僕は、日頃から結構ぶつぶつ言うクセがあるんですが、Part 2 は音声が聞こえてきたらす

ぐにリピートするようにしました。流れてくる音声と同時くらいにリピートしてました。 

大事なことですね。音声を真似してリピートすることで、音の区切り（意味の区切り）がわかる

し、スクリプトと照合することでどの語がどんな風に発音されているかが確認できます。 

 

What did you say?は目でみているだけだとホワット ディドゥ ユー セイ？だけど、実際の音がワ

ディヂャセイ？と音がつながったり省略されることもわかるんですよね。自分で繰り返すことに

よって意識もできます。 

 

でも実際に発音するのは恥ずかしくないですか。 
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えーっと、実際に声を出さないけど、ぶつぶつ言って頭の中で自分の声は聴いていまし

た。そうすることで、教材の音声と自分の発音を確認したんです。 

実はもともと英語が得意だったのでは？ 

自分を追い込むことだと思います。そのために・・・ 

 先に受験の申し込みをして期限を決めてしまうこと。 

 すきま時間を使うこと。音楽を聴く代わりにアプリのリスニング問題を聴いて解いて

ました。 

 問題を解く時に、指定された制限時間内に解くこと。 

 進学・就活のためなら、求められるスコアを知ること。 

 受験料も含めて、かかる費用は全て自分で出すこと。 

 あと、abceed アプリで出してくれる予測スコアは励みになりました。 

なるほど、何か強い思いがあって自分を追い込むと結果が出せるんですね。教材は、書籍だけで

なく自分に合ったアプリを使うとゲーム感覚で頑張れるんですね。 

でも 5 文型もわからなかったし、自動詞・他動詞の区別もついてなかったです。 

ありゃ・・・。つまりやればできるんでね！コツやモチベーションを保つ方法とかは？ 

そうです。結局食らいつけるかどうか、なので、辛いけど成果を信じて頑張ることです！結

果はついてきます！ 

 

あっ！そうだ、abceed もそうなんですが、アプリは自動更新が多いので、そこは注意しな

いと勝手に料金が引き落とされることがあります。 

それは気をつけないといけませんね。 

どうもありがとうございました！ 


